
２０１９年  １月  １３日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②松岡 清枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌５９０番 & ～Once Again～ 

使徒信条 

聖  書  ①マタイによる福音書４章12～17節                                                                            

      ②コリント人への第一の手紙１章４～９節 

特別賛美  原田恵姉・田中隆美姉・吉村美奈子姉 

メッセージ  ①「悔い改めよ、天国は近づいた」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ②「十字架こそが救いの道」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番「おどろくばかりの」 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～主イエス神の愛～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、執事会を行います。今年一年の教会行事について。 

２．☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10 時半～、夜 7時半～、祈祷会。 

メッセージは高見沢栄子師（大和祈祷会映像）。☆土曜夜８時～、準備祈祷会。 

３．来週の日曜は「ファミリーの日」のため、礼拝後の昼食はありません。 
 
    

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１/１３～/２０〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
創世記 
３１・３２章 

３３－ 
３５章 

３６・ 
３７章 

３８－ 
４０章 

４１章 
４２・ 
４３章 

４４・ 
４５章 

４６－ 
４８章 

新約 
マタイ１０ 
：２４－４２ 

１１章 
１２：１ 
－２１ 

１２：２
２－５０ 

１３：１ 
－３２ 

１３：３
３－５８ 

１４：１ 
－２１ 

１４：２２ 
－３６ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

1/24(木):ＷＯＧＡ集会（ボーマン・ルリ子師） 27(日):聖歌隊 



 
 
 
 
 
 
  
「この『愚かしい』神の計画は、最高の知者の最も賢明な計画より、はるかにすぐ
れた者です。また、キリストの十字架上の死という神の弱さは、どんな人間の強さ

よりも強いのです。」   コリント人への第一の手紙１章２５節〔リビングバイブル〕 
 

大川牧師の尊敬する小林和夫先生の文章です。 

「…そこで、教会では工夫をして『あまり十字架のことは言わないようにしよう。復活などと

いうことは言うまい。そういうことを言うから人々は教会に来にくいのだから。ただ、イエスさまを

信じればよいのだよ』と、歴代の教会がそういう誘惑にあって来たというのは、教会の歴史で

す。…福音に着色したり、水増ししたり、人間の考えでやさしくすることによって受け取りやす

くしようとしたのです。そこから異端が生れてくるのです。…。『先生。十字架や復活を言わな

くても、もっと別な言い方はないのですか』。聖書は『ない』と言います。それを信じることによっ

て救われるように、神が定められたというのです。…。でも、どうも十字架というのを聞くのは都

合が悪い。『あなたの罪は、十字架によって赦されるのですよ。あなたはこんな罪を犯してい

ます』と言えば、自分もその罪を認めなくてはなりません。しかしそれを回避しては、救いはな

いのです。…。しかし、『イエスは主である』と信じるとはどういうことかというと、『このお方は私

の救いのために十字架にかかって罪の身代わりとなって下さって、私の永遠の命のために復

活して下さったのだ』と信じることなのです。『イエスさまが好きだとか、イエスさまは愛のお方だ

から大好きだ』というのとは、違うのです。いわゆる、文学的レベルではなくて、そこは、私たち

の信仰の問題ということになっていくだろうと思います。」 

そして、聖であり義である神様が人間を愛し、救うために十字架が不可欠だった。その計

画を導き出した神の知恵は、人間の知恵から見たならば、ただ愚かにしか見えないが、その

人間から見て考えられないような愚かな「ひとり子を十字架につける」という方法を通して救

いの道を実現した神の知恵は、この世のどんな知恵に勝って力強く輝く栄光の姿であること

を十字架は物語っているのだとパウロは語りたかったのです。 

私たちはこの福音を証しするという使命を与えられています。その証しする方法も、この世

の知恵に勝って証しをしていかなければなりません。私たち自身がその神の知恵に満ちてい

なければ決して表現することはできません。今もイエス様は私たちと共にいて福音を証しして

くださっています。ですから、決して臆することなく、大胆にキリストを証ししていきましょう！ 

イエス様ご自身も「どう語ってよいかと心配しないがよい。あなた方の内におられる父の霊

＝聖霊が証ししてくださいます！」とおっしゃいました。ですから、私たちは心配しません。イエ

ス様を信じるとは、どんなときにも心配しないということなのです。 

「十字架こそが救いの道」 
～神の救いのご計画の神秘～ 


